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救
急
蘇
生
法
は
だ
れ
で
も
で
き
る
!!
 

〜
Ｌ．
Ｓ．
Ｆ．
Ａ．
認
定
救
急
蘇
生
法
講
習
会
〜
 

あ
な
た
の
周
り
の
人
を
助
け
ら
れ
る
の
は
あ
な
た
で
す

　
Ｌ.

Ｓ.

Ｆ.

Ａ.
（
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
）
と
は
、
医
療
従
事
者
で
な
く

て
も
だ
れ
も
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
一
般
市
民
向
け
の
救
急
蘇
生
法
で
す
。
街
中
の
事
故
で
け

が
を
し
た
人
や
、
突
発
的
な
体
調
不
良
で
動
け
な
く
な
っ
た
人
が
い
た
場
合
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
救
急
蘇
生
法
を
行
う
か
ど
う
か
で
救
命
率
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。 

　
こ
の
コ
ー
ス
で
は
止
血
方
法
や
の
ど
に
物
を
詰
ま
ら
せ
た
場
合
の
応
急
処
置
か
ら
、
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
の
使
い
方
」
な
ど
を
練
習
し
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
、
映
像
、

実
技
を
通
し
て
「
分
か
り
や
す
く
」「
効
率
的
に
」「
身
に
付
く
」　
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
講

習
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
講
習
を
終
え
た
頃
に
は
、
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
行
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

　
※
今
回
の
講
習
を
修
了
後
は
、
２
年
間
有
効
の
Ｌ.
Ｓ.
Ｆ.

Ａ.

認
定
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。 

 【
日
時
・
定
員
】  

①
平
成
24
年
11
月
３
日
（
土
）  

定
員
　
12
名 

　
　
　
　
　
　 

②
平
成
24
年
11
月
23
日
（
金
）  

定
員
　
12
名 

【
会       

場
】　
八
重
瀬
町
具
志
頭
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
２
階 

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

】  

８
時
30
分
　
受
付
開
始 

　
　
　
　
　
　 

９
時
　
講
習
会
開
始
　
※
途
中
、
休
憩
、
昼
食
を
含
み
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　 

16
時
　
講
習
会
終
了
　
※
講
習
の
進
行
に
よ
り
終
了
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

                      

◎
終
日
の
参
加
が
難
し
い
場
合
、
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
費       

用
】　
２,
６
２
５
円
　（
Ｌ.

Ｓ.

Ｆ.

Ａ.

認
定
資
格 

登
録
申
請
料
） 

　
　
　
　
　
　 

※
レ
ベ
ル
維
持
を
図
る
た
め
、
認
定
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

【
参
加
条
件
】　
八
重
瀬
町
在
住
の
方 

【
持 

ち 

物
】  

・
筆
記
用
具 

・
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー
ト
不
可
） 

　
　
　
　
　    

・
参
加
費
用
（
お
釣
り
の
な
い
よ
う
ご
用
意
下
さ
い
） 

　
　
　
　
　
　 

※
実
技
練
習
の
際
に
床
に
寝
転
ん
で
の
練
習
が
あ
り
ま
す
の
で
、
髪
型
も
ご
注
意
下
さ
い
。 

                   

・
昼
食
用
お
弁
当
（
別
途
５
０
０
円
で
昼
食
の
手
配
も
承
り
ま
す
） 

【
お
問
合
せ
先
】　
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
自
然
体
験
学
校
　
☎
0
9
8
ー
4
5
0
0
ー
０
１
７
０（
担
当 

鈴
木
） 

 

　
使
用
済
み
牛
乳
パ
ッ
ク
と
サ
ト
ウ
キ
ビ

な
ど
の
沖
縄
な
ら
で
は
の
植
物
を
材
料
に
、

は
が
き
を
作
る
体
験
で
す
。 

　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
、
ゴ
ミ
を
減

ら
し
て
、
資
源
の
大
切
さ
に
つ
い
て
体
験

を
通
し
て
学
び
ま
す
。 

　
今
回
は
沖
縄
の
植
物
の
繊
維
を
混
ぜ
て

つ
く
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ハ
ガ

キ
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

日
時
　
平
成
24
年
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

10
時
〜
11
時
30
分 

　
　
　
当
日
受
付
　
９
時
40
分
〜 

場
所
　
南
風
原
町
中
央
公
民
館
　
調
理
室 

定
員
　
20
名 

対
象
　
沖
縄
南
部
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

以
上
の
方 

募
集
締
め
切
り 

　
平
成
24
年
11
月
22
日
（
木
）　
正
午 

　（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
） 

体
験
料
金
　
無
料 

申
し
込
み
方
法 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校
へ
電
話
で

申
し
込
み 

 

申
し
込
み
先 

沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会
　
事
務
局 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校 

沖
縄
校 

☎
０
８
０
ー
４
５
０
０
ー
０
１
７
０ 

        

　
　
　
　
　
　
　（
担
当 

鈴
木
） 

 

　
地
域
の
活
性
化
に
は
、

　
地
域
の
活
性
化
に
は
、「
天
地
人
」

「
天
地
人
」
な
ど
、

な
ど
、
３
つ
の
積

３
つ
の
積

を
念
頭
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

を
念
頭
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
の
強
み
を
徹
底
的
に
磨
く
こ
と
、

　
地
域
の
強
み
を
徹
底
的
に
磨
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
地

す
な
わ
ち
地

域
に
定
着
し
て
お
り
、

域
に
定
着
し
て
お
り
、
身
近
な

身
近
な
「
モ
ノ
」

「
モ
ノ
」
、「
ヒ
ト
」

「
ヒ
ト
」
、「
コ
「
コ

ト
」
ト
」
の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
今
回
の
講
演
会
で
は
、

　
今
回
の
講
演
会
で
は
、
地
域
の
強
み
、

地
域
の
強
み
、
特
に
身
近
な
農

特
に
身
近
な
農

水
産
物
を
市
場
に
見
合
う
価
値
に
変
化
す
る
に
は
ど
う

水
産
物
を
市
場
に
見
合
う
価
値
に
変
化
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、

し
た
ら
良
い
か
、
具
体
的
な
事
例
で
紹
介
し
、

具
体
的
な
事
例
で
紹
介
し
、「
今
だ
け
、

「
今
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」

あ
な
た
だ
け
」
に
提
案
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
構

に
提
案
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
に
つ
い
て
、

築
に
つ
い
て
、
全
国
で
ご
活
躍
の
受
田
浩
之
氏
を
お
招

全
国
で
ご
活
躍
の
受
田
浩
之
氏
を
お
招

き
し
、

き
し
、
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

    

日
　
時
　
11
月
20
日
（
火
）

（
火
）　 

　
　
　
　

　
　
　
　
18
時
〜
時
〜
20
時
（
17
時
30
分
受
付
）

分
受
付
） 

場
　
所
　
八
重
瀬
町
具
志
頭
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
八
重
瀬
町
具
志
頭
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
無
料

　
無
料 

定
　
員
　
２
０
０
名

　
２
０
０
名 

※
メ
ー
ル
、

※
メ
ー
ル
、
又
は
お
電
話
に
て
事
前
に
お
申

又
は
お
電
話
に
て
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校 

沖
縄
校

沖
縄
校 

共
　
催
　
八
重
瀬
町

　
八
重
瀬
町 

後
　
援
　
沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会

　
沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会 

 

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校 

沖
縄
校

沖
縄
校 

☎
０
８
０

０
８
０
ー
４
５
０
０

４
５
０
０
ー
０
１
７
０

０
１
７
０
（
担
当
：
照
喜
名
）

（
担
当
：
照
喜
名
）  

メ
ー
ル
　

メ
ー
ル
　o

k
in
a
w
a
@
s
h
iz
e
n
ta
ik
e
n
.c
o
m
 

o
k
in
a
w
a
@
s
h
iz
e
n
ta
ik
e
n
.c
o
m
 

 　
地
域
の
活
性
化
に
は
、「
天
地
人
」
な
ど
、
３
つ
の
積

を
念
頭
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
の
強
み
を
徹
底
的
に
磨
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
地

域
に
定
着
し
て
お
り
、
身
近
な
「
モ
ノ
」
、「
ヒ
ト
」
、「
コ

ト
」
の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
今
回
の
講
演
会
で
は
、
地
域
の
強
み
、
特
に
身
近
な
農

水
産
物
を
市
場
に
見
合
う
価
値
に
変
化
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、
具
体
的
な
事
例
で
紹
介
し
、「
今
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」
に
提
案
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
に
つ
い
て
、
全
国
で
ご
活
躍
の
受
田
浩
之
氏
を
お
招

き
し
、
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

    

日
　
時
　
11
月
20
日
（
火
）　 

　
　
　
　
18
時
〜
20
時
（
17
時
30
分
受
付
） 

場
　
所
　
八
重
瀬
町
具
志
頭
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
無
料 

定
　
員
　
２
０
０
名 

※
メ
ー
ル
、
又
は
お
電
話
に
て
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校 

沖
縄
校 

共
　
催
　
八
重
瀬
町 

後
　
援
　
沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会 

 

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験
学
校 

沖
縄
校 

☎
０
８
０
ー
４
５
０
０
ー
０
１
７
０
（
担
当
：
照
喜
名
）  

メ
ー
ル
　o

k
in
a
w
a
@
s
h
iz
e
n
ta
ik
e
n
.c
o
m
 

 

【
講
習
会
の
様
子
】

第2回 八重瀬町まちづくり講演会 ～八重瀬町観光資源ブランド開発事業～ 

受講生募集
　体験活動指導者は一次産業・歴史・文化・芸能など地域の特色を活かした体験活動を通して幅広い年代の

人と人が交流・学べる場を提供し、地域活性化・まちづくりを進める地域リーダーとして今、注目されています。 

　この講習会では私たちと一緒に、体験型観光で沖縄南部地域へのファン作りを行い、将来につながる地域

経済の発展と、地域の方々にこの地域の素晴らしさを知ってもらうことを通して地域活性化を行いたいとい

う意欲がある方、体験型観光を通したまちづくりに興味のある方のお申し込みをお待ちしています。 

　※この講習会は八重瀬町観光振興コーディネート事業の委託を受けて開催するものです。 

【日　　程】　平成24年11月29日（木）～12月2日（日）　3泊4日  

【会　　場】　沖縄県立玉城青少年の家 （南城市玉城字玉城420番）  

【参加資格】　満18歳以上で、3泊4日の講習会の全日程を受講できる方   

　　　　　　・体験活動指導者として活動する意欲のある方 

【費　　用】　17,950円（認定料、テキスト代、宿泊費、食費含む） 

【定　　員】　28名 

【お申し込み方法】　当団体担当までお問い合わせください。 

【お申し込み期限】　平成24年11月22日（木）正午まで 

                            《定員になり次第、締め切らせていただきます。》 

【本講習会修了者は、次の認定が得られます】       

◎自然体験学校　体験活動リーダー（有効期限は2年間です）　　　 

◎ＣＯＮＥリーダー  

◎Ｌ．Ｓ．Ｆ．Ａ．救急蘇生法（Ｂａｓｉｃ Ｓｋｉｌｌｓ－Ｆｉｒｓｔ Ａｉｄｅｒ with ＣＰＲ＆ＡＥＤ）認定  

 　・この講習会は、環境省環境教育人材認定等事業に認定されています。 

【お問合せ先】  

ＮＰＯ法人　自然体験学校　沖縄校（担当：鈴木）  

☎080-4500－0170　E-Mail：okinawa@shizentaiken.com

『光輝く地域を作る―明珠在掌（みょうじゅたなごごろにあり）』 
講　師　受田  浩之 氏（高知大学副学長） 

 

『光輝く地域を作る―明珠在掌（みょうじゅたなごごろにあり）』 
講　師　受田  浩之 氏（高知大学副学長） 
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　乳幼児を持つ親子が、好きな時に来て遊び、

ゆったり過ごせる空間を提供しています。 

　育児に関する相談に応じたり情報提供など

の子育て家庭の育児支援を行っています。 

場　所　八重瀬町保健センター内

開所日　月・火・木・金

費　用　無  料

時　間　午前10時～12時

　　　　午後 1時～ 4時

日時　平成24年11月18日（日）午後2時開演 
場所　八重瀬町中央公民館（旧東風平改善センター） 

主催　八重瀬町文化協会 

後援　八重瀬町、八重瀬町教育委員会 

入場　前売1,000円（当日１,300,300円） 

　　　※中学生以下無料 

舞台内容　一部：古典音楽、琉球舞踊 

　　　　　二部：組踊「花売の縁」 

お問い合わせ 

　八重瀬町文化協会 

　098-835－7500（具志頭歴史民俗資料館内） 

日時　平成24年11月18日（日）午後2時開演 
場所　八重瀬町中央公民館（旧東風平改善センター） 

主催　八重瀬町文化協会 

後援　八重瀬町、八重瀬町教育委員会 

入場　前売1,000円（当日１,300円） 

　　　※中学生以下無料 

舞台内容　一部：古典音楽、琉球舞踊 

　　　　　二部：組踊「花売の縁」 

お問い合わせ 

　八重瀬町文化協会 

　098-835－7500（具志頭歴史民俗資料館内） 

あなたの身近で起きている
かもしれない高齢者虐待！②
あなたの身近で起きている
かもしれない高齢者虐待！②
あなたの身近で起きている
かもしれない高齢者虐待！②

予防しよう！！予防しよう！！

　
虐
待
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
ざ
ま
ざ
ま
な
な
種
類
が

あ
り
、
身
体
的
虐
待
、
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
、

心
理
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
経
済
的
虐
待
、
※
自
己
放

任
（
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
）
の
6
種
類
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
虐
待
の
種
類
に
つ
い
て
具
体
例
を
あ
げ
な

が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
身
体
的
虐
待

　
　
暴
力
的
行
為
で
、
身
体
に
傷
や
ア
ザ
、
痛
み
を
与

え
る
行
為
や
、
外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
、
継
続
的

に
遮
断
す
る
行
為
。 

【
具
体
例
】

　
高
齢
者
を
叩
く
。
蹴
る
。
つ
ね
る
。
身
体
を
拘
束

し
、
自
分
で
動
く
こ
と
を
制
限
す
る
。
外
か
ら
カ
ギ

を
か
け
て
閉
じ
込
め
る
。
無
理
や
り
食
べ
物
を
口
に

入
れ
る
。
や
け
ど
、
打
撲
を
さ
せ
る
。
意
図
的
に
薬

を
過
剰
に
服
用
さ
せ
る
な
ど
。 

 

●
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、
本

人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る

こ
と
。 

【
具
体
例
】

　
日
常
生
活
に
必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ

な
い
。
年
金
や
貯
金
を
無
断
で
使
用
す
る
。
入
院
や

受
診
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
必
要
な
費
用
を

支
払
わ
な
い
。 

●
放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
意
図
的
で
あ
る
か
、
結
果
的
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

介
護
や
生
活
の
世
話
を
担
っ
て
い
る
家
族
が
そ
の
提

供
を
放
棄
又
は
放
任
し
、
高
齢
者
の
生
活
環
境
や
、

高
齢
者
自
身
の
身
体
・
精
神
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
。 

【
具
体
例
】

　
入
浴
も
し
て
お
ら
ず
異
臭
が
し
た
り
、
衣
服
や
寝

具
が
汚
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
お
む
つ
を
交
換
し

な
い
。
食
事
や
水
分
摂
取
が
十
分
に
と
ら
れ
て
お
ら

ず
、
脱
水
症
状
や
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
る
。
寝
室

に
ゴ
ミ
を
放
置
す
る
な
ど
不
衛
生
な
環
境
状
態
の
中

で
生
活
さ
せ
る
。
高
齢
者
が
必
要
と
す
る
介
護
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
、
相
応
の
理
由
な
く
制
限
し
た
り
使

わ
せ
な
い
。 

 

●
心
理
的
虐
待

　
脅
し
や
侮
辱
な
ど
の
言
語
や
威
圧
的
な
態
度
、
無

視
、
嫌
が
ら
せ
等
に
よ
っ
て
精
神
的
、
情
緒
的
に
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
。 

【
具
体
例
】

　
高
齢
者
を
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
。
排
泄
の
失
敗

や
食
事
の
食
べ
こ
ぼ
し
な
ど
を
笑
っ
た
り
、
そ
れ
を
人

に
言
っ
た
り
し
て
高
齢
者
に
恥
を
か
か
せ
る
。
子
供

の
よ
う
に
扱
う
。
家
族
や
友
人
ら
と
の
団
ら
ん
か
ら

排
除
す
る
な
ど
。 

 

●
性
的
虐
待

　
本
人
と
の
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
性
的
な
行
為
ま
た
は
そ
の
強
要
。 

【
具
体
例
】

　
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
。
人
前
で
排
泄
行

為
を
さ
せ
る
。
性
交
の
強
制
な
ど
。 

 

●
自
己
放
任
（
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
自
宅
が
ゴ
ミ
屋
敷
に
な
っ
て
い
て
、
臭
い
な
ど
で
近

所
と
も
め
て
い
る
。
支
援
し
よ
う
と
し
て
も
私
は
一
人

で
大
丈
夫
と
拒
否
的
で
地
域
か
ら
も
孤
立
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
独
居
の
高
齢
者
で
認
知
症
や
う
つ
病

な
ど
が
あ
る
た
め
に
自
己
の
世
話
が
で
き
な
い
。
不

衛
生
な
環
境
状
態
の
中
で
生
活
し
て
お
り
、
こ
の
状

況
が
続
け
ば
孤
独
死
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
。 

※
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
養
護
者
等
か
ら
の
虐
待
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
高
齢
者
虐
待
に
準
ず
る
対
応
を

と
り
ま
す
。 

   

八
重
瀬
町
役
場 

具
志
頭
本
庁
舎 

社
会
福
祉
課

　
　
　
☎
0
9
8
ー
9
9
8
ー
9
5
9
8

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
0
9
8
ー
8
3
5
ー
7
2
4
7

相談窓口

　第45回婦人の主張大会（主催：沖縄県婦人連合会）

が9月9日、琉球新報ホールでで開催され、八重瀬町

から嘉数和子（宜次）さんと玉榮紫乃さん（富盛）が

代表として参加しました。 

　嘉数さんは「ウチナーグチは宝」をテーマに、『ウ

チナーグチ』の温かさや大切さをウチナーグチで感

情たっぷりに発表し、見事、琉球新報社長賞に輝きま

した。また、登壇はなく原稿のみの参加の玉栄さん

も「引き継いで行くことの大切さ」で同賞を受賞しま

した。感動をありがとうございました。 「海をテーマに運動会」
　中央保育園（社会福祉法人八重乃会）の運
動会が10月13日、同園内で開かれました。
3回目を迎えた運動会では、自分の住んでい
る地域や海の環境保全に関心を持ち、幼児期
から人間としてのモラルにかけないよう願いを
込め、テーマを「海」と設定。11月に糸満市
で開催される第32回全国豊かな海づくり大会
のキャラクターのアバサンゴと園児らがダンス
を披露し、『ごみはごみ箱へ』海や山をきれい
にしようと呼びかけました。 

町内の保持者・伝承者による 

組踊 乞うご期待!!
はな   うい            えん 

町内の保持者・伝承者による 

組踊 乞うご期待!!
はな   うい            えん 

はな うい         えんはな うい         えん

場 所  糸満市場 所  糸満市
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インフルエンザ 
予防接種のお知らせ 
インフルエンザ 
予防接種のお知らせ 
インフルエンザ 
予防接種のお知らせ 

☎ 

　大人の定期予防接種の目的は、感染症のまん延の予防より、個人の発病又はその重症化の防止に重点

がおかれています（予防接種法2条3項）。 

　インフルエンザ予防接種は、定期予防接種の対象者として法定されている方でも接種しなければなら

ない法律上の義務はありません。 

　インフルエンザはインフルエンザウイルスに感染することによって起こります。 

　インフルエンザの症状は突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、腰痛、全身のだるさといった全身症状が強

く、気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多いのが特徴です。 

　インフルエンザワクチンが十分に効果を維持する期間は接種後2週間後から5ヶ月とされています。 

接種を希望する方は、流行前に予防接種を受けるようにしましょう。 

助 成 期 間  
 
助成対象者 
 
 
 
 
実 施 場 所  
 
接 種 料 金  

助 成 期 間  
 
助成対象者 
 
 
 
 
実 施 場 所  
 
接 種 料 金  

平成24年11月1日～平成25年2月28日 
 
①接種当日　満65歳以上の町民 
②接種当日　満60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓または呼吸器機能及

びヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害（身体障害
者手帳1級程度）を有する者 

 
町指定医療機関（沖縄県医師会加盟医療機関） 
 
1,000円（生活保護受給者は無料） 

　
三
歳
の
女
の
子
が
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー（
以
下
Ｅ
Ｒ
と
略
）へ
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
て
き
た
。呼
び
か
け
て
も
、

点
滴
の
針
を
刺
入
し
て
も
反
応
が

な
い
。
呼
吸
も
弱
く
、不
規
則
で
、一

見
し
て
重
症
で
あ
る
。顔
色
も
悪
い
、

体
中
に
発
疹
も
出
て
い
る
。研
修
医
、

看
護
士
と
協
力
し
て
、酸
素
を
投
与

し
な
が
ら
、心
電
図
を
記
録
し
、レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
、採
血
、点
滴
と
救
命

処
置
を
し
な
が
ら
、研
修
医
が
両
親

か
ら
話
し
を
聞
い
て
い
く
。
し
か
し

な
か
な
か
診
断
に
至
る
手
が
か
り
が

得
ら
れ
な
い
。血
液
検
査
室
、レ
ン
ト

ゲ
ン
室
か
ら
次
々
と
異
常
所
見
が
報

告
さ
れ
て
き
た
。
米
国
の
医
療
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
Ｅ
Ｒ
で
は
、た
ち
ま
ち
確
定

診
断
に
至
り
、適
切
な
処
置
で
劇
的

に
回
復
し
て
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

な
の
だ
が
。な
ん
と
か
初
期
救
命
処

置
で
状
態
を
落
ち
着
か
せ
、Ｅ
Ｒ
か

ら
集
中
治
療
室
へ
患
児
を
転
室
し
た
。

た
だ
し
診
断
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。 

　
落
ち
着
い
て
か
ら
、再
度
両
親
か

ら
病
歴
を
聴
取
し
た
。少
し
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
た
母
親
か
ら
洗
面

所
の
ア
ス
ピ
リ
ン
の
壜
が
空
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、こ
こ
か
ら
ア

ス
ピ
リ
ン
中
毒
と
診
断
さ
れ
た
。後
日
、

家
庭
訪
問
し
た
保
険
師
か
ら
女
の

子
の
家
庭
状
況
が
わ
か
っ
た
。
父
親

は
早
朝
出
勤
、母
親
は
妊
娠
四
ヶ
月

で
体
調
が
悪
く
朝
寝
坊
、朝
起
床
し

た
女
の
子
は
お
腹
が
す
い
て
、乳
児

用
ア
ス
ピ
リ
ン（
ピ
ン
ク
色
、い
ち
ご
風

味
）４０
錠
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
母
親

は
、こ
の
女
の
子
が
発
熱
し
た
時
、ア

ス
ピ
リ
ン
を
お
菓
子
と
説
明
し
て
投

薬
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

　
皆
さ
ん
、び
っ
く
り
し
て
不
安
に

な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、こ
の
話
し
は
バ
ー
ト
ン・ル
ー
チ
ェ

の「
推
理
す
る
医
学
」の
中
の
話
の
一

つ
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

米
国
で
は「
風
邪
を
治
す
の
に
は
薬

は
い
ら
な
い
。
水
分
、休
息
、そ
れ
に

ア
ス
ピ
リ
ン
が
あ
れ
ば
十
分
」
と
言

わ
れ
、も
は
や
薬
と
い
う
域
を
こ
え

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
米
国
の
よ
う

に
ア
ス
ピ
リ
ン
を
多
用
し
な
い
の
で

す
が
、実
は
市
販
薬
の
中
に
も
、ま

だ
ま
だ
含
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
痛
み

を
や
わ
ら
げ
た
り
、熱
を
さ
げ
る
面

で
圧
倒
的
な
薬
効
薬
理
作
用
を
有

す
る
た
め
捨
て
が
た
い
の
で
す
。 

　
ア
ス
ピ
リ
ン
の
副
作
用
は
、ア
レ
ル

ギ
ー
反
応（
発
疹
、喘
息
発
作
、腹
痛
、

嘔
気
な
ど
）、血
が
止
ま
り
に
く
い
、

血
液
の
酸
性
ア
ル
カ
リ
性
が
く
ず
れ

る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、水
ぼ
う
そ
う（
水
痘
）

に
か
か
っ
た
時
に
ア
ス
ピ
リ
ン
を
服
用

す
る
と
脳
炎
・
脳
症
と
い
っ
た
意
識

が
な
く
な
っ
て
、痙
れ
ん
が
止
ま
ら
な

い
重
症
な
病
態
に
な
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
ご
存
知
の
ブ

ラ
ン
ド
市
販
薬
に
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。こ
ど
も
に
熱
さ
ま
し（
解
熱
剤
）・

痛
み
止
め（
鎮
痛
剤
）を
あ
げ
る
時

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
現
在
で
は「
ア
ス
ピ
リ
ン
の
熱
さ
ま

し
、痛
み
止
め
と
し
て
の
役
割
は
終

わ
っ
た
」
と
医
学
雑
誌
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。ア
ス
ピ
リ
ン
と
同
等
か
そ

れ
以
上
の
効
果
を
持
つ
、解
熱
鎮
痛

剤
が
開
発
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

ア
ス
ピ
リ
ン
の
影
の
面
だ
け
を
強
調

し
て
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
き
ま
し
た
が
、

光
の
部
分
も
あ
り
ま
す
。小
児
科
で

は
川
崎
病
に
、成
人
で
は
心
筋
梗
塞

と
い
っ
た
心
臓
病
に
使
用
さ
れ
て
発

症
予
防
に
効
果
を
認
め
て
い
ま
す
。 

　
２０
世
紀
の
万
能
薬
ア
ス
ピ
リ
ン
に

も
か
げ
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、

２１
世
紀
に
な
り
別
の
薬
効
で
復
活

し
て
き
ま
し
た
。
医
学
の
進
歩
も
時

に
厄
介
な
も
の
で
す
。 

資
料

　
バ
ー
ト
ン
・
ル
ー
チ
ェ
著
／
山
本
俊
一
訳

　「
推
理
す
る
医
学
、The M

edical D
etectives

」

西
村
書
店
、
東
京
、１
９
８
５
年

医学の進歩も時に厄介なもの 医学の進歩も時に厄介なもの 
沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

小児総合診療科　  松茂良　力 
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具志頭小の水車とプールが完成

野の花が20周年
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
え
せ
が
運
営
す
る
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
野
の
花
（
朝
妻
彰
理
事
長
）の

創
立
２０
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
9
月
１４
日
、

町
社
会
福
祉
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
利
用

者
な
ど
関
係
者
約
８０
人
が
参
加
し
、祝
い
ま

し
た
。
平
成
4
年
、無
認
可
小
規
模
作
業
所

「
野
の
花
共
同
作
業
所
」
と
し
て
開
設
。
南

部
地
区
で
も
先
駆
け
と
な
る
作
業
所
と
し

て
運
営
し
、平
成
２２
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
へ

の
移
行
を
果
た
し
ま
し
た
。
朝
妻
理
事
長
は

「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
働
き
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
な
場
所
が
必
要
だ
と
い
う
親
の
思
い

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
、

一
緒
に
２０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
 

鮮やかな花でお出迎え
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八重瀬町らしさで観光ＰＲ
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所

顧
問
で
、立
教
大
観
光
学
部
特
任
教
授
の

清
水
愼
一
さ
ん
に
よ
る
「
着
地
型
観
光
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」
と
題

し
た
講
演
会（
八
重
瀬
町
観
光
資
源
ブ
ラ

ン
ド
開
発
事
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
体
験

学
校
沖
縄
校
主
催
）が
9
月
１８
日
、具
志

頭
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
清
水
さ
ん
は
「
観
光
客
は
一
般
的
な

観
光
地
よ
り
も
地
元
の
人
が
使
う
と
こ
ろ

に
行
き
た
が
る
。
そ
こ
に
し
か
な
い
も
の

を
求
め
て
い
る
」
、「
八
重
瀬
町
ら
し
さ
と

は
何
か
。
地
域
一
人
一
人
が
知
恵
を
出
す
の

が
観
光
」
な
ど
他
県
の
事
例
を
紹
介
し
、

地
域
住
民
の
視
点
で
観
光
客
を
喜
ば
せ
る

工
夫
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
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学校支援ボランティア
　
八
重
瀬
町
教
育
委
員
会
（
金
城
隆
雄

教
育
長
）と
沖
縄
大
学（
加
藤
彰
彦
学
長
）

は
9
月
１４
日
、協
働
事
業
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成
２５
年
度
よ
り
、

各
学
校
長
の
要
請
に
基
づ
い
て
、同
大
学

の
学
生
が
町
内
の
小
中
学
校
で
学
校
教

育
支
援
の
継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
す
。
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い

る
学
生
ら
は
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
学
校
教
育
現
場
へ
直
接

関
わ
る
こ
と
で
実
践
的
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、教
員
と
し
て
の
資
質
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 

ま
た
、同
大
学
は
こ
れ
ま
で
に
那
覇

市
、糸
満
市
、南
城
市
、豊
見
城
市
、南
風

原
町
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
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エナジック少年野球教室
 
9
月
２３
日
、八
重
瀬
町
少
年
野
球
１０
チ
ー

ム（
2
5
0
名
）を
対
象
と
し
た
野
球
教
室

が
東
風
平
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

社
会
人
野
球
で
活
躍
す
る
「
エ
ナ
ジ
ッ
ク
」の

監
督
・
選
手
の
指
導
に
よ
り
、投
手
、捕
手
、

野
手
組
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
基
本
動
作
を

習
い
ま
し
た
。
指
導
を
受
け
る
子
供
達
は
皆

真
剣
な
表
情
で
、将
来
の
甲
子
園
球
児
の
誕

生
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
野
球
教
室

終
了
後
は
、
少
年
野
球
選
手
と
保
護
者

3
0
0
名
で
同
球
場
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

第2回屋宜原まつり
　
屋
宜
原
ま
つ
り
が
9
月
２３
日
、同
公
民

館
前
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
2
回
目
を
迎
え
た
同
祭
り
は
、人
工
増

加
が
著
し
い
屋
宜
原
地
区
で
地
域
が
交

流
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
び
重
な
る
台
風
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、そ
ん
な
影
響
も
吹
き
飛
ば

す
空
手
や
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
、盆

踊
り
に
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、出
店

の
軽
食
な
ど
を
頬
張
り
な
が
ら
多
く
の

観
客
が
舞
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
具
志
頭
小
学
校（
伊
元
武
志
校
長
）の
中
庭

に
完
成
し
た
巨
大
水
車
の「
お
披
露
目
・
推
進
・

命
名
式
」
が
9
月
１９
日
、水
車
池（
ビ
オ
ト
ー

プ
）
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
車
の
名
称
は
、

児
童
か
ら
2
0
0
以
上
の
応
募
が
あ
り「
友
情
、

希
望
、感
謝
の
輪
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
児
童

を
代
表
し
て
6
年
生
の
儀
間
賢
飛
く
ん
が「
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
忘
れ
ず
に
、み
ん
な
で
仲

良
く
協
力
し
て
も
っ
と
楽
し
い
日
本
一
の
具
志

頭
小
学
校
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
巨
大
水
車
が
動
き
始
め
る
と
児

童
ら
の
歓
声
や
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
巨
大
水
車
は
、具
志
頭
小
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、9
月
２５
日
に
は
新
し
く
な
っ
た
プ
ー

ル
の
「
プ
ー
ル
開
き
」
も
行
わ
れ
、体
育
委
員

の
石
橋
大
将
委
員
長
が
「
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
プ
ー
ル
、後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
大

切
に
使
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、今
回
が
最
初
で

最
後
と
な
る
6
年
生
が
縦
横
無
尽
に
泳
ぎ
回

っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

新城小　みんなの森
　
緑
と
水
の
森
林
フ
ァ
ン
ド
式
典
が
9
月
２０
日
、

新
城
小
学
校（
伊
良
部
正
昭
校
長
）の
校
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
校
庭
に
木
を
植
え
た
り
、木
の
手

入
れ
を
し
て
、学
校
の
緑
を
増
や
す
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
助
成
に
よ
る

も
の
で
、校
庭
内
に
は
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
や
バ
ナ
ナ
、

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど
9
種
類
1
2
6
本
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、伊
良
部
校
長
が「
学
校
教

育
目
標
で
あ
る
生
命
を
尊
重
す
る
、思
い
や
り
の

あ
る
子
、心
身
と
も
に
健
康
で
元
気
な
子
の
育
成

に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

職
員
、児
童
、保
護
者
が
共
に
汗
水
節
の
心
、子
弟

動
向
で
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
り
緑
豊
か

な
環
境
づ
く
り
に
務
め
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、児
童
を
代
表
し
て
6
年
生
の
座
嘉
比
優
希

く
ん
が
「
花
い
っ
ぱ
い
、緑
い
っ
ぱ
い
の
す
て
き
な

学
校
に
食
べ
ら
れ
る
実
の
な
る
木
も
増
え
て
嬉
し

い
で
す
。
他
に
も
ど
ん
な
き
れ
い
な
花
が
咲
く
か

楽
し
み
で
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
 

東風平小の交流学習
　
東
風
平
小
学
校（
石
川
宏
校
長
）5

年
生
の
児
童
が
9
月
１８
、１９
、２０
、２４
日
、

町
社
会
福
祉
会
館
に
お
い
て
町
社
会

福
祉
課
い
き
い
き
活
動
を
利
用
し
て

い
る
お
年
寄
り
と
交
流
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
人
と
の
関
わ
り
を
広
げ
、生

活
経
験
な
ど
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
交
流
会
で
は
、う
ち
な

ー
ぐ
ち
か
る
た
や
お
り
が
み
、紙
相
撲

な
ど
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
、思
い
や

り
や
優
し
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、児
童
か
ら
三
線
や
舞
踊
が
披
露

さ
れ
る
と
お
年
寄
り
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
参
加

者
全
員
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
り
楽

し
い
交
流
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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と
き
わ
苑
の
生
け
花
ク
ラ
ブ
に
よ

る
生
け
花
展
が
9
月
１０
日
か
ら
１４
日
、

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
東
風
平
支
店（
宮
里
兼

次
支
店
長
）で
開
か
れ
ま
し
た
。
丹
精

込
め
て
生
け
ら
れ
た
作
品
が
ロ
ビ
ー

に
飾
ら
れ
、訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
バ
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

好
き
な
大
城
ミ
ツ
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
長
生
き
を

し
て
、
み
ん

な
に
き
れ
い

な
花
を
見
て

も
ら
い
た
い

で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

町秋季少年野球大会
世名城ジャイアンツが連覇

 
１０
月
6
・
8
日
の
両
日
、八
重
瀬
町
少
年

野
球
連
盟
主
催
に
よ
る
「
第
２１
回
八
重
瀬

町
少
年
野
球
秋
季
大
会
」
が
初
秋
の
快
晴

の
な
か
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

 
決
勝
戦
は
、3
季
連
続
で
世
名
城
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
と
東

風
平
星
の
対

戦
と
な
り
ま

し
た
。
熱
戦
の

末
、地
力
に
勝

る
世
名
城
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
が
投

打
で
圧
倒
し
、

昨
季
に
続
き

連
覇
を
果
た

し
ま
し
た
。
 

町教育長杯少年野球大会
世名城ジャイアンツが6連覇

　
9
月
１７
・
２２
日
の
両
日
に
「
第
6
回
八
重

瀬
町
教
育
長
杯
少
年
野
球
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
の
東
風
平
ヤ
ン
キ
ー

ス
の
島
袋
裕
次
主
将
に
よ
る
元
気
な
選
手
宣

誓
で
大
会
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。
大
会
は
、八

重
瀬
町
少
年
野
球
１０
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
に
よ
る
も
の
で
、世
名
城
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
と
具
志

頭
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
決

勝
戦
は
、
地
力

に
勝
る
世
名
城

が
投
打
で
圧
倒
し
、

見
事
大
会
6
連

覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
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具志頭中と島尻特別支援学校が交流
　
具
志
頭
中
学
校（
兼
屋
辰
郎
校
長
）1
年

年
と
島
尻
特
別
支
援
学
校（
大
城
徹
彦
校
長
）

中
等
部
の
生
徒
の
交
流
会
が
9
月
１２
日
、具

志
頭
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
誕
生
日
を

聞
き
あ
い
、誕
生
日
の
順
番
に
並
ん
で
輪
を

作
る
「
誕
生
日
の
輪
」
、手
押
し
車
や
二
人
三

脚
な
ど
楽
し
い
レ
ク
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
を
感
受
性
が
豊
か
な
時
期
に

行
う
こ
と
で
、言
葉
の
使
い
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、両
校

の
生
徒
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
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月
 

11
　
月
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保健センター 
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保健センター 
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保健センター 
 
八重瀬町社会福祉会館 
保健センター 

保健センター 
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法
務
局
職
員
、土
地
家
屋
調
査
士
が

相
談
を
受
け
ま
す
。 

【
日
　
時
】

平
成
２４
年
１１
月
１８
日
（
日
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

【
場
　
所
】

那
覇
第
一
地
方
合
同
庁
舎
１
階
共
用

会
議
室 

【
相
談
内
容
】

①
土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル（
筆
界
特
定
）、

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
登
記
、
商

業
（
会
社
・
法
人
）
登
記 

②
相
続
（
遺
言
）、
戸
籍
（
結
婚
、
離
婚
、

養
子
縁
組
な
ど
）、
帰
化
、
青
年
後

見
の
相
談 

③
供
託
相
談
（
地
代
、
家
賃
の
弁
済

供
託
な
ど
） 

④
人
権
相
談
（
い
じ
め
・
体
罰
・
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
） 

■
お
問
い
合
わ
せ

那
覇
地
方
法
務
局 

☎
０
９
８

８
５
４

７
９
５
１ 

   

   　
平
成
２４
年
８
月
末
現
在
、全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、凶

悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し

て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始
め

と
し
て
、約
９
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

う
ち
、沖
縄
県
警
察
が
指
名
手
配
を
行

っ
て
い
る
者
は
、平
成
２
年
に
警
察
官
を

殺
害
し
た
犯
人
で
あ
る
又
吉
建
男
の
ほ

か
１９
人
で
す
。こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、殺

人
、強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、暴
行
、

傷
害
、窃
盗
、詐
欺
、横
領
等
の
事
件
に

関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、再
び

犯
行
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
警
察
で
は
、特
に
重
大
な
犯
罪
の
被

疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、１１
月
中
に
、全

国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
う
こ
と
と
し
、こ
れ
ら
被
疑
者
の
早

期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向

け
た
捜
査
活
動
に
は
、八
重
瀬
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。 

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
掛
け
た
」な
ど
、ど
ん
な
小
さ
な
情
報

で
も
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

■
連
絡
先

沖
縄
県
糸
満
警
察
署 

　
刑
事
強
行
班
係 

　
☎
０
９
８

９
９
５

０
１
１
０ 

（
内
線
３
３
１
、
３
３
５
） 

 　
第
３２
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

及
び
関
連
事
業
に
伴
い
、１１
月
１７
日（
土
）

〜
１１
月
２０
日（
火
）の
間
、糸
満
市
の
会

場
周
辺
及
び
県
内
の
主
要
な
道
路
等
に

お
い
て
、一
時
的
に
交
通
規
制（
通
行
禁
止
、

駐
車
禁
止
等
）が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
道
路

の
周
辺
に
お
い
て
も
、混
雑
緩
和
や
交
通

安
全
の
た
め
に
、一
時
的
な
交
通
規
制
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、現
場

の
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
沖
縄
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://w
w
w
.police.pref.okinaw

a.jp/ 

■
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
警
察
本
部
管
制
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
８

８
６
２

０
１
１
０ 

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
０

３
３
６
９

６
６
４
７ 

        

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
国
有
財
産

の
売
却
を
１０
月
１８
日
（
木
）
に
公
示
し
、

１１
月
７
日
（
水
）
か
ら
１６
日
ま
で
入
札
の

応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
八
重
瀬
町
字
具
志
頭
に
も
売
却
物

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
総
合
事
務
局 

　
財
務
部
統
括
国
有
財
産
管
理
官 

☎
０
９
８

８
６
６

０
０
９
７ 

http://www.ogb.go.jp/zaim
u/007612.htm

l 

    　
全
国
の
刑
務
所
に
お
い
て
受
刑
者
が

丹
精
込
め
て
製
作
し
た
作
業
製
品
の
紹

介
・
展
示
販
売
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

【
日
　
時
】 

平
成
２４
年
１２
月
１５
日
（
土
） 

　
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

平
成
２４
年
１２
月
１６
日
（
日
） 

　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

【
場
　
所
】 

沖
縄
刑
務
所
（
南
城
市
知
念
字
具
志

堅
３
３
０
番
地
） 

■
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
刑
務
所 

　
代
表 ☎

０
９
８

９
４
８

１
０
９
６ 

　
作
業
直
通 

☎
０
９
８

９
４
８

１
６
５
３ 

  

県
下
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

県
下
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
！

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
！

相続、遺言、後見人、借金問題、
不動産登記、会社設立・登記、 
分筆、裁判手続きなどの法律相談 

完全個室の相談ブース完備。
お気軽にご相談ください。（要予約）
※借金問題は初回相談無料です

相
談
内
容 

かねひであがり浜店 

国道329号 与那原交差点 

国
道
3
3
1
号
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト 

与
那
原
警
察
署 

県道77号線 

又吉皮膚科 

次郎工業東浜店 ロー 
ソン 

沖
縄
県
警
察
か
ら

「
交
通
規
制
」
の
お
知
ら
せ

沖
縄
県
警
察
か
ら

「
交
通
規
制
」
の
お
知
ら
せ

国
有
財
産
一
般
競
争
入
札

の
お
知
ら
せ

国
有
財
産
一
般
競
争
入
札

の
お
知
ら
せ

沖
縄
矯
正
展
開
催

沖
縄
矯
正
展
開
催

「速脳速読講座」 
　速読とは、「飛ばし読み」や「斜め読み」といった
概略把握的な読み方とは違い、「トレーニング前の
内容理解度や記憶量は維持し、文章を味わう要素も
損なわないで、読む速度を加速する」ことをいいます。 

も体験受講
受付中！

中3生の対策のみ受付は生の対策のみ受付は
終了いたしました。
中3生の対策のみ受付は
終了いたしました。

開
催
場
所

八重瀬町役場
具志頭庁舎駐車場

8時～12時

地元で生産された農水産物、
加工物の展示販売

出店者随時募集

地元で生産された農水産物、
加工物の展示販売

出店者随時募集
お問い合わせ　農林水産課 ☎998－4624お問い合わせ　農林水産課 ☎998－4624

八
重
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
八
重
瀬
町
字
安
里
１
１
９
番
地
の

照
屋
政
義
様
よ
り
（
故
息
子
）
照

屋
賢
様
の
香
典
返
し
と
し
て
　 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
富
盛
１９
番
地
の
富
田

弘
様
よ
り
（
故
父
）
富
田
清
光
様

の
香
典
返
し
と
し
て 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
東
風
平
６
１
６
番
地

の
金
城
眞
昌
、
ト
ヨ
子
様
よ
り
ト

ー
カ
チ
祝
い
の
記
念
と
し
て 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
新
城
１
２
７
２
番
地

１
の
西
原
敏
雄
様
よ
り
ト
ー
カ
チ

祝
い
の
記
念
と
し
て 

　
金
　
１
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
東
風
平
３
７
６
番
地

の
謝
花
ヨ
シ
子
様
よ
り
（
故
夫
）

謝
花
昇
榮
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
東
風
平
１
８
６
番
地

の
金
城
英
一
様
よ
り
ト
ー
カ
チ
祝
い

の
記
念
と
し
て 

　
金
　
３
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
富
盛
６
１
４
番
地
の

外
間
喜
明
様
よ
り
ト
ー
カ
チ
祝
い

の
記
念
と
し
て 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
富
盛
４
４
５
番
地
の

野
原
兼
雄
様
よ
り
ト
ー
カ
チ
祝
い

の
記
念
と
し
て 

　
金
　
３
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

●
八
重
瀬
町
字
屋
宜
原
１
０
９
番
地

４
の
宮
城
カ
メ
様
よ
り
１
０
０
歳

祝
い
の
記
念
と
し
て 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 八

重
瀬
町
人
材
育
成
へ 

● 

八
重
瀬
町
字
港
川
１
３
８
番
地
１

の
宇
座
静
枝
様
よ
り
（
故
母
）
玉

城
ト
ヨ
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

　
金
　
５
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 


